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Abstract. This paper addresses the issue of the education for international understanding through a case of `Teddy Bear Project"

between Mitsujyou Elementary School in Japan and Elmhurst E一ementary School in North Carolina in U.S.A. Children of each

partner school exchanged a `Teddy Bear and they wrote a diary from the bear's viewpoints. Our results based on children s

descriptions in their dairies suggest that this project can promote education for international understanding, especially

understanding of their own culture, understanding of their identities and their self esteem. The `Teddy Bear Project" was found to

be very successful in to enhancing understanding and acceptance of diverse cultures.

1　はじめに

政治,経済,文化など,様々な分野でのグロー

バル化が進行している。これからの社会を生きる

子どもの育成という観点から,学校教育において

も国際理解教育1がますます重要になっていると

言えよう。本研究は,筆者の一人である林万青也

が東広島市立三ツ城小学校(以下,三ツ城小学校)

において実践した,いわゆる「テディベアプロジ

ェクト」2の取り組みを事例にして,国際理解教

育としての有効性を検討することを目的とする。

本小論においては,まず国際理解教育の目的に

ついて整理した後,テディベアプロジェクトの概

要を示す。次に,本事例の概要を示し,子どもが

クマのぬいぐるみの日記として記述した内容を整

理する。続いて,その結果を国際理解教育の目標

を観点として考察し,本事例の国際理解教育とし

ての有効性を検討する。

2　国際理解教育の目標

国際理解教育の目標は,論者や実践校などによ

って様々であり,共通化には至っていない。しか

し,本研究は,実践した事例の国際理解教育とし

ての有効性や課題を検討するため,その日標を整

理しておく必要がある。ここでは,子どもの状況

を具体的に捉えるため,国際理解教育の目標を,

総合的な目標としてではなく観点別に整理した形

式で設定することとする。

国際理解教育の目標の観点や指導の視点などが

示されている先行研究としては,例えば,佐藤裕

之(川崎市総合教育センター),東京都教育委員

会,静岡市教育センターなどが作成した図表等が

見られる。

佐藤は,国際理解教育の目標を,情動・価値観,

認識・理解,行動,の三つのレベルで構造化して

いる。麦1はそれを簡略化して示したものである。

東京都教育委員会は,国際理解教育の目標を達

成するための指導の視点として,人間理解,文化

理解,コミュニケーション能力の育成,世界的視

野の育成の4点を設定し,表2のように説明して

aHI

静岡市教育センターの研究グループは,国際理

解教育においてめざす子ども像を「他文化共生社

暮東広島市立三ツ境小学校
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会へ向けて行動できる子」とし,目標の構造を理

磨,態度,技能の3観点で示している3。理解に

は,社会理解,文化理解,ひと理解を,態度には,

協力,他尊,セルフエスティーム(自尊感情)を,

技能には,コミュニケーション能力,表現力,判

表1国際理解教育の目標4

国際性 ある子 ども像 (総合 目標)

広い視野 を もち, た くま しく生 きる子 ども

A 豊 かな社会性 をもつ A .1 自尊感情の育成

【情動 .価値 観 レベル】 A .2 生命 .人権 の尊重

A I3 平和 . 共生への態度

B 違い を認 めて理解 し B .1 日文化 理解

合 える B I2 他文 化理解

【認識 . 理解 レベル】 B l3 相互依 存関係理解

C 主体的 に自分 を表現 C .1 思考力 . 判断力

で きる C 2 自己表現 力 . 行動力

【行動 レベル】 C .3 コミュニケーション能力

表2　国際理解教育の指導の視点5

人間理解 自分と異なる考え方や生き方をする他
者の存在 を認め, 尊重する能力 .態度
の育底

文化理解 日本や諸外国の生活や文化の違いを正
しく理解 し, 尊重する能力態度の育成

コミュニケ 自分の考えをはっきりと表現 し, 相手
ーンヨン能 と気持ちを通い合わせることのできる

力の育成 コミュニケーション能力 .態度の育成

世界的な視 世界的な問題や課題への興味 . 関心を
野の育成 高め, それらを積極背的に解決しよう

とする能力の育成

表3　国際理解教育において重点をおく4観点6

協力する態度 . みんなで考え, やってみようとす
る態度

. 相手と交渉 し, 合意形成 していく
態度

コミュニケー . 自分の考えや気持 ちを伝える力
シヨン能力 . 人の考えや気持ちを聴 く力

文化理解 . 現在の文化を理解する
. 文化を形成する背景を理解する

セルフエステ . 自分自身を肯定的に認められる
イーム (自尊 . 自分を価値あるものとして誇れる
感情) . 自分に自信が もてる

断力,思考力,情報活用力を示している。その中

で表3の4観点を重視している。

三つを概観するならば,文化理解やコミュニケ

ーション能力など重なる部分が多いものの,共通

でない独自の部分も見られる。ここでは,事例に

ついて有効性や課題を検討するという観点から,

重なる部分を統合するとともに,それぞれの独自

の部分も組み入れ,ある程度網羅するような形で

設定しておきたい。本小論では,国際理解教育の

目標を観点別に表4のとおり整理することとする。

表4　観点別に示すE]原理解教育の目標

観 点 項 目

I 関心 .意欲 . (》 自尊感情
態度 (参 他尊感情

(9 協力する態度
(り 生命 . 人権の尊重
⑤ 平和 . 共生の態度

Ⅱ 知識 .理解 ① 自文化理解
(9 異文化理解
(》 相互依存関係理解 .
(り 自己理解
(9 他者理解
⑥ 地球規模の今日的課題の理解

班 技能 .能力 ① コミュニケーション能力
(診 思考力 .判断力 .合意形成能力
③ 行動力 . 実践力

3　テディベアプロジェクトの概要

テディベアプロジェクトについて, iEARN

(International Education and Resource Network)

のWebページには,次のように示されている8。

The Aim of the Project

The aim of the project was to leam team pairs

of schools and have them exchange a `Teddy

Bear or other soft toys. The bear then sent

home a diary by email describing its

adventures, the places it has been, as well as

the things it had seen and done. The project

aimed to enhance understanding and

acceptance of diverse cultures.

CURRICULUM

Language Arts, Study of Society and Environment,
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CONTRI BUTI O N

This project provided the stimulus for children

to learn more about other places and cultures

through the bears experiences, fostering,

tolerance, understanding and hopefully

breaking down cultural barriers.

またJEARN (Japan Education and Resource

Network)9のWebページには,次のように示され

ている10。

クマのぬいぐるみを「親善大使」として交

換し,お互いの地域の様子を学習するプロジ

ェクトである。ぬいぐるみのクマを親善大使

としてお互いに相手校に派遣。相手校からや

ってきたクマの立場・視点で子供たちが書い

た日記を交換することにより,相手国の文化

や習慣を学ぶものである。

このように,テディベアプロジェクトは,パー

トナー校の子どもたちがお互いにクマなどのぬい

ぐるみを交換し,共に過ごす経験をするものであ

る。外国からやってきたクマのぬいぐるみを仲間

の一員として受け入れ,学校生活や家庭生活のお

世話をしたり,クマのぬいぐるみの視点で日記を

書いたりするのである。ぬいぐるみは一定期間の

滞在の後,帰国する。

このプロジェクトを通して,子どもたちが他の

国や地域の文化や習慣について理解を深めること

や,文化的な障壁を取り除くことが期待されてい

るのである。

4　本事例の概要

4.1事例の背景と経緯

三ツ城小学校は, 2000年度開校の新しい学校で

ある。グローバルパートナーシップスクールプロ

ジェクト(1999年　-2002年)において,米国ノ

ースカロライナのElmhurst ElementarySchool (以

下,エルムバースト小学校)から教員を受け入れ

た実績がある11。また,日常より様々な国際理解

教育に取り組んでいる。今回のテディベアプロジ

ェクトの事例は,エルムバースト小学校TAGクラ

ス12教諭のスーザン氏(Ms. Suzanne Hachmeister)

からの申し出に基づき,広島大学グローバルパー

トナーシップスクールセンター　GPSC 13がコー

ディネーターとなって,両校の間でのいわゆるテ

ディベアプロジェクトが実現したものである。三

ツ城小学校の担当者は,既述のとおり同校教諭の

林万青也14である。

4.2　実施状況

エルムバースト小学校のクマのビリー(Billy)

君は, 2006年1月15日に三ツ城小学校に到着し,

3月26日に帰国した。三ツ城小学校のクマのそ

ら君は　2007年1月24日に学校を出発し3月12

日に帰国した。

ビリー君,そら君はそれぞれ,訪問校において

児童とともに学校生活を行い,夜は児童の家庭に

順次ホームステイをした。ホームステイを受け入

れた児童は,クマのお世話をするとともに,それ

ぞれのクマの視点で日記をつけ,翌E]一緒に登校

している15。

ビリー君は35名の児童(三ツ城小学校2006年

度4年4組の全児童)の家庭,そら君は15名

(エルムバースト小学校2006年度5年生の一部,

内1名は滞在5年目の日本人)の児童の家庭にホ

ームステイしている。

4.3　ぬいぐるみのクマの視点で記した日記

ビリー君のホームステイ最終日の日記(三ツ城

小学校の児童の記述)は次のとおりである。

最後の家に着いたよ。みなみちゃん家に帰

ったらすぐ,宿題にとりかかったよ!すご

いなあ。よし!　ぼくも見習おう!写真に

ピアノがうつっているね一。 (中略)日本生

活もみなみちゃんで最後だから,みなみちゃ

んのお母さんに,たのんで和食にしてもらっ

たよ!すご-くおいしくて,ほっべたがお

ちちゃうかと思ったよ!　また,たべたいな

-!　ぼくはみなみちゃんにあえてよかった

な!そして, 4年4組のみんなに一言「あ

りがとう!!」

※名前部分は仮名。
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また,そら君のホームステイ最終日の日記(エ

ルムバースト小学校の児童の記述)は次のとおり

である。

今日はマイク・ワトソンの家に行ったよ。

マイクの家はとてもすてきなんだ。ここに住

めたらいいのになあ。ぼくたちは残り物の中

華料理を食べて,ラクロスの練習に行ったよ。

マイクのチームはとても強そうに見えたけ

ど,ぼくはラクロスをしないからわからなか

ったな。マイクたちは,素ぶりやシュート練

冒,腕立てふせなんかの,きつそうな練習を

していたよ。選手たちは肩パットに腕パット,

ヘルメット,グローブ,マウスピースとかた

くさんの防具をつけていたんだ。しょうとつ

がとても激しいスポーツなんだなと思ったよ。

※名前部分は仮名。和訳は,広島大学大学院生小松真理子・浅野
博子O次頁のエルムバースト小学校児童の記述の和訳について
も同様。

なお,ビリー君の日記は日本語で,またそら君

の日記は英語で書かれており,それぞれ帰国後に

英語,日本語に翻訳されている。

4.4　日記の記述内容の分類整理

クマの視点で書かれた日記には,どのようなこ

とが記されているだろうか。

表5はビリー君の日記(三ツ城小学校児童の記

逮)の内容を整理したものである。表から,食事,

心情,家族,遊びについて,多くの児童が記述し

ていることが分かる。また,日本らしい行事や習

慣・文化について書いていこうとしていると推察

される。

一方,表6はそら君の日記(エルムバースト小

学校児童の記述)の内容を整理したものである。

表から,食事については全児童が記述し,遊び,

心情については多くの児童が記述していることが

分かる。

両者の大きな違いは,風呂,行事,習慣・文化,

についての記述人数である。三ツ城小学校では一

定の人数が記述しているが,エルムバースト小学

校では記述なし,またはごくわずかの記述にとど

まっている。

表5　ビリー君の日記の記述内容
(35名中)

分 類 記述 内容 例 人 数

家 族 お父 さん お母 さん 兄 妹 25

友 達 友 達 ○○ ちゃん 7

食 事
寿 司 ハ ンバ ーグ 焼 き肉

29み そ汁 エ ビグラ タン 豆腐

風 呂 ○○ がお風 呂に入 っている ときは 14

遊 び
カー ドゲー ム なわ とび テ レビ

23ハ トミン トン マ ンガ けん玉

栢 題 算 数 割 り算の筆 算 漢字 13

習い事等 柔道 英語 サ ッカー 塾 習字 ll

行 事 節分 雛人形 バ レンタイ ンデー 10

習慣.文化 靴 を脱 ぐ こたつ 畳 お茶席 10

心 情 楽 しい あ りが とう 感動 28

そ の 他 買 い物 仕事 -

※人数は,各分禁則二関する内容を記している児童の数。その他
の内容は多様であるため,記述の人数を記載していない。

表6　そら君の日記の記述内容
(15名中)

分 類 記 述 内 容 例 人 数

家 族 父 母 兄 弟 妹 8

友 達 友 達 ○ ○ ち ゃん 6

食 事
ラ ビ オ リ マ カロ ニ タ コ ス ピ ザ

15
ス パ ゲ テ ィー レス トラ ン

風 呂 0

遊 び
ゲ ー ム テ レ ビ ポ ー ル お 手 玉

13
こ ま 映 画 ロー ラ ー ス ケ ー ト

宿 題 栢 題 ワ ー ク シー ト 6

習 い事 等
水 泳 チ ア リー デ ィ ン グ 体 操

9
美 術 ラ ク ロ ス ヴ ァ イ オ リ ン

行 事 0

習慣.文化 ハ チ マ キ 9 時 が 消 灯 時 間 2

心 情 楽 しい ○ ○ は最 高 ○ ○ が 一 番 ll

そ の 他 買 い 物 仕 事 -

※人数は,各分類に関する内容を記している児童の数。その他
の内容は多様であるため,記述の人数を記載していない。

5　本事例の国際理解教育としての有効性

ここでは,本事例の国際理解教育としての有効

性を,日記や実施状況などを通して考察する。日

記の記述内容を表4に示した国際理解教育の目標

と照合するならば,次のような点を指摘すること

ができよう。

(丑　自文化理解,及び自己理解

本事例は,まず自文化理解,及び自己理解に有
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効であると考えられよう。クマのぬいぐるみが見

る世界は,ホームステイを受け入れた児童にとっ

ての自文化であり,児童そのものである。クマの

ぬいぐるみの視点で日記を書くという設定が,何

が自文化なのか,その特徴は何か,自分は日常生

活の中でどんなことをしているのか,などの問い

を生む。そして, E]記を書くことを通して,児童

自身がその問いに答えているのである。

(参　異文化理解,及び他者理解

次に,異文化や他者に対する関心を高めること

に有効であると考えられよう。クマのぬいぐるみ

が児童の世界をどのように見るかは,クマの出身

に規定される。クマの視点で日記を書こうとする

ならば,自ずと「クマが背景に持つ文化」や「ク

マの帰国後にそのE]記を読むであろう他者」に対

する思いに至り,関心が高まるのである。場合に

よっては,具体的な異文化理解にまで進むことも

あろう。

本事例の中でも,児童や保護者から「これは外

国(米国)にあるのですか。」という問い合わせ

が少なからずあった。異文化に対する関心の高ま

りと捉えることができよう。また,保護者から,

「インターネットで子どもが調べています。」 「親

子で図書館に行って調べました。」ということも

伝えられている。異文化理解への進展と捉えるこ

とができよう。

(彰　自尊感情

日記の中で,双方の学校の多くの児童がクマの

気持ちとして「楽しい。」などの言葉を記してい

る。児童自身や家族の行為に対する言葉である。

児童が一生懸命に楽しく取り組んだことを肯定的

に捉えている表現と考えられる。自尊感情につな

がる心情であろう。このことから,本事例は,児

童の自尊感情に対しても一定の有効性があると考

えられる。

クマの心情の表現には,若干の差異も見られた。

「ありがとう。」に関する表現は,三ツ城小学校の

児童の記述のみに見られ, 「○○ (児童自身の名

前)は最高.」というような表現はエルムバース

ト小学校の児童の記述のみに見られた。いずれも,

自尊感情につながる表現であると捉えられるもの

の,特数的である.文化的な違いを感じさせるが,

ここではそれ以上を考察することができない。

なお,日記の記述内容等から他尊感情の状況に

ついては読み取ることができなかった。

④　コミュニケーション能力

日記には,三ツ城小学校の児童の記述で10件

ほど,エルムバースト小学校の児童の記述で5件

ほど,部分的に説明的な記述が見られた。以下に,

その部分を抜き出して例示する。

次 にびっ く りしたの は部屋のす み つこに箱

にも うふ をかけた ような物で , 上 に板 がの つ

て いたよ0 山本 に , これは なに と聞いてみる

と, こたつだ よと言 って くれたよ0 こたつは ,

その 中に足 をつつ こんであ たたまる物 なんだ

つて。 (三 ツ城小 学校 の児童 の記述 0 名前 の

部分は仮名 0)

日本 では 「子 ども会」 つて言 うのがあ った

ん だ。 ちい きの子 ども達 とい っ しょに遊 んだ

りするんだって !

(三 ツ城小学校の児童の記述 。)

夕 ごはんは, イ タリアの , 中 にい ろいろな

ものの入 ったラビオ リつてい うパス タを食べ

たな。

(エ ルムバース ト小 学校 の児童 の記述。)

ジェニー を, 家 にいたお兄ち ゃん にあず け

て , 「トイザ ラス」 つてい う大 きい お もちゃ

屋 さん に行 って , アメ リカ ンフ ッ トボール用

のテ ィー (ポー ルをけるためにたて てお く小

さなス タンド) を買 った よ。

(エ ルムバ ース ト小 学校 の児童 の記述 0 名前

の部分 は仮名 0)

このような記述は,読み手を意識し,読み手の

理解を助けるために挿入されていると考えること

ができる。本事例において日記を書くことが,コ

ミュニケーション能力のうち,相手意識を持って

相手の側に立った表現する機会となっているので

ある。

⑤　日記の持つ特性

本事例では,児童がクマの視点で日記を書いて

いる。日記帳は一冊で,これはクマと一緒にいろ
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いろな家庭に渡っていく。これによって,三ツ城

小学校では次のようなことが生まれている。

当日ホームステイを受け入れた家庭では,児童

も保護者も,それまでの日記に目を通すであろう。

それによって,国際理解の観点が増加し蓄積され

ている。たとえば,ある児童の日記の中には,父

親の言葉として「日本の家ではくつをぬぐんだ

よ。」という部分があるが,ここから先の受け入

れ家庭では,ビリー君を持ち帰ると靴を脱がせて

から家にあげているのである。

また,相手意識という点では,米国の児童に対

してだけではなく,以降のホームステイを受け入

れる同じクラスの児童に対する相手意識も感じら

れる。この点についてはむしろ保護者の方が強い

のかもしれない。保護者から「我が子には,今ま

でで一番丁寧に書くように指導しました。」とい

うことが伝えられている。

6　おわりに

本事例では,国際理解教育の目標のうち,自尊

感情,自文化理解,異文化理解,自己理解,他者

理解,コミュニケーション能力に対して有効性が

認められた。しかし,それらは国際理解教育の全

体から見ると,その一部分である。学校において,

プロジェクトを実施する際,国際理解教育として

の位置や限界を意識しつつ,そのねらいを明確に

しておくことが必要であろう。

本事例では,それぞれのクマが帰国の後,パー

トナー校の児童によって書かれた日記を通して学

習がなされている。しかし,プロジェクトの実施

時期や翻訳の関係で,十分な時間を取ることがで

きなかった。また,本研究においても,事後学習

の状況についてデータ収集や考察を行うことがで

きなかった。

このような点を残された課題とし,引き続き研

究を進めていきたい。
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注

1 「異文化理解教育」 「多文化理解教育」 「グロ

ーバル教育」など様々な概念や用語があるが,

ここでは,それらを広く捉えて「国際理解教

育」で総称する。

2　「テディベアプロジェクト」は,後述するよ

うに, 「iEARN」が行っているプロジェクト

である。 「JEARN」は, iEARNの日本センタ

ーであり,日本の学校が関係するプロジェク

トを実施している。本事例は,このプロジェ

クトに直接参加する形で実践されたものでは

なく,このプロジェクトから多くを学び,同

様の取り組みを行ったものである。この「テ

ディベアプロジェクト」の名称はすでにかな

り認知されており分かりやすいことから,衣

題として使用させて頂いた。

3　紅林富子・野田隆ほか「参加型学習,地域資

源の活用による国際理解教育」,静岡市教育

センター「研究紀要」第1号, 2005年。

www.center.shizuoka.ednet.jp/pdf/kkiyou l.pdf

(2007年11月23日閲覧)より。

4　川崎市総合教育センター平成13年度国際理

解教育研究会,佐藤裕之「川崎市内の中学校

における国際理解教育の取組の現状と課題」,

「第3回初等中等教育における国際教育推進

検討会配付資3」 2004年,

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/

shotou/026shiryou/05060301/005.htm (2007 %蝣

11月23B閲覧)をもとに朝倉が表を作成した。

5　東京都教育委員会「東京都の国際理解教育」,

東京都教育委員会「国際理解教育推進資料」,

2004年. p.2,

www.tnet.metro.tokyo.jp/~kyouiku/02/ 1 5 1 6.pdf

(2007年11月23日閲覧)をもとに朝倉が表を

作成した。

6　紅林富子・野田隆ほか,前掲論文,表題は引

用者が付した。
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7 iEARNについては, Webページで次のとおり

自己紹介されている。 "Started in 1988, iEARN

(International Education and Resource

Network) is the world's largest non-profit

global network that enables teachers and

young people to use the Internet and other

new technologies to collaborate on projects

that both enhance learning and make a

difference in the world.

http://www.iearn.org/ (2007年1 1月23日閲覧)

8　TheTeddy BearProject

http://www.iearn.org.au/tbear/ (2007年1 1月

23日閲覧)より。

9 JEARNについては, Webページで次のとおり

自己紹介されている。 「JEARN (ジェイア-

ン正式名称は「グローバルプロジェクト推進

機構」)は,世界最大の国際教育ネットワー

ク, iEARN (アイア-ン)の日本センターと

して,日本で初めての本格的な国際協働プロ

ジェクトを推進する教育NPO (特定非営利活

動法人)です。」

http://www.jeam.jp/japan/index.html (2007年

11月23日閲覧)

10　村上芳子「iEARNプロジェクト(テディベア

プロジェクト)」2002PCカンファレンス論文集

www.ciec.or.j p/event/2002/papers/htdocs/ka

na_all.html (2007年11月23日閲覧)より。)

11小篠敏明・探揮清治・朝倉淳・神山貴弥「学

校間のグローバルパートナーシップ樹立に関

する考察一広島大学地区および米国ノース

カロライナ州イーストカロライナ大学地区に

おけるパートナーシップづくりを中心に-」,

大阪教育大学編r未来-の架け橋2002-グ

ローバル・パートナーシップ・スクール』米

日財団奨学寄附金プロジェクト報告書　2004

年　pp.169-177。

12　TalentedAnd Gifted Class

13　2005年広島大学大学院教育学研究科内に設置。

http://home.hiroshima-u.ac.jp/gpsc/index/html

参照。

14　林万青也は　2006年度広島大学大学院教育学

研究科「体験型海外教育実地研究」に参加し,

米国ノースカロライナ州の相手校を訪問して

いる。また,相手校児童に対しての授業を実

施している。小原友行・探揮清治・朝倉淳・

神山貴弥ほか「大学院生によるアメリカの小

中学校での体験型海外教育実地研究報告」,

広島大学大学院教育学研究科附属教育実践総

合センタ一編　r学校教育実践学研究j　第13

巻, 2007年, pp.43-56,参照。

15　曜日等,場合によっては2泊以上となって

いる。
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